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　近年，中級者・上級者の外国語学習において，DDL（data-driven learning）の活用が盛んになっている。しかし，
小学生から中学生・高校生までの入門・初級レベルでは，DDLの活用事例は，世界的に見て非常に少ない。本稿では，
小中高のレベルでDDLを英語の授業に導入し，普及させることを目指して，新規に「用例検索ツール」を開発した。
本検索ツールは，2,400万語以上の入門・初級レベルの英語を集積した「作例参照用ソースコーパス」を搭載しており，
英文の長さ（語数），文法項目（文構造・品詞等），レマ，語句の検索条件を設定することにより，学習目的と学習者
のレベルに適した英語例文を漏れなく検索できるものである。英語教師や教材開発者は，このツールを使って目的に
あった英文を検索し，それを参照しながら自作の英文を作成できるので，効率的に自主教材を作成できる。また，抽
出された英文は，DDL指導やDDLアプリケーションの開発に活用できる。さらに，本検索ツールは，コーパスに関
する知識のないユーザーも利用できるように配慮されている。
　In recent years, data-driven learning (DDL) has often been applied in L2 classrooms for tertiary learners, but it 
remains rare at the pre-tertiary level.  In order to apply DDL to pre-tertiary L2 classrooms, a new sentence search 
tool has been developed. With this tool, teachers and researchers can extract pre-tertiary level-appropriate sentences 
from a specialized 24 million-word reference corpus. The extracted sentences can be used in DDL instruction and 
DDL application software for pre-tertiary learners.   
　The sentence search tool allows users to search for sentences by specifying the number of words in a sentence, 
and by grammar pattern, defining a search condition using words and phrases, lemma, and/or parts of speech. 
Teachers and material developers can use this tool in creating classroom material and it has been designed to be 
easily used by teachers and students without prior knowledge of corpora.
キーワード：用例検索ツール（sentence search tool），作例参照用ソースコーパス（reference source corpus）， 
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１．研究背景と研究目的
　本節では，はじめに研究背景について述べ，最後に研
究目的について述べる。
1.1　研究背景
　コーパス言語学の発展に伴って，コーパス（電子化さ
れた言語データベース）を言語研究のみならず，言語教
育にも活用しようという提案や実践が広がっている。そ
うした教育への活用方法のひとつに，学習者がコーパス
を直接的に観察，分析して外国語を学ぶ「データ駆動型
学習（data-driven learning: DDL）」がある。DDLとは，
Johns（1991）によって提唱された外国語の学習手法の
ひとつで，まず，学習者が検索ソフトを使って，コーパ
スから学習ターゲット語を含む英文用例を検索する。次
いで，学習者はパソコンのモニター画面に現れた検索結
果（図1）を観察して分析し，自分の力で語彙・文法規
則を発見し，探究しながら学ぶ。
　図１にDDLのコーパス検索結果の一例を示した。
DDLでは学習ターゲットの語句を検索語（この場合 
hope）として検索する。すると，検索語のhopeが画面
の中央に縦一列に並び，前後の文脈とともに示される。
図１のような英文表記の方法を KWIC（Keyword in 
Context）と言う。さらに，文の並び順の条件を指定し
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てソートすると，検索語を中心として，その左右に現れ
る単語や表現が見つけやすくなる。例えば，図１はまず，
検索語の右側１番目，次に左側１番目に現れる語の順で
優先順位を条件にして，英文をアルファベット順にソー
トした結果である。
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DDL に関する先行研究を調査したメタ分析の結果から，DDL は，他の指導法に比べ外
国語学習に効果が高いことが確認され（Mizumoto & Chujo, 2015；Boulton & Cobb, 2017；
Lee & Lee, 2018），世界中でその活用が広まり，文法，コロケーション，語法，翻訳，作
文等の外国語学習に適用されている。 
DDL の際に学習用教材として利用されるコーパスは，主に BNC（British National 
Corpus）や COCA（Corpus of Contemporary American English）のような，成人母語話
図1　検索ソフトでhope 結果の画面例
　図１のような KWIC形式の検索結果を見ると，hope
が 「hope + of + 動詞のing形」「hope + that +文」「hope 
+ 文」「hope + to 不定詞」のような構造の文をつくる
ことがわかる。このようにDDLでは，学習者が言語デー
タの検索結果を観察して，帰納的，探究的に言葉のルー
ルを自ら発見しながら学ぶ。
　DDLに関する先行研究を調査したメタ分析の結果から，
DDLは，他の指導法に比べ外国語学習に効果が高いこ
とが確認され（Mizumoto & Chujo, 2015；Boulton & 
Cobb, 2017；Lee, Warschauer, & Lee, 2018），世界中で
その活用が広まり，文法，コロケーション，語法，翻訳，
作文等の外国語学習に適用されている。
　DDLの際に学習用教材として利用されるコーパスは，
主にBNC（British National Corpus）やCOCA（Corpus 
of Contemporary American English）のような，成人
母語話者が使う自然な（authentic）言語を集めたもの
であり，難易度が高い。そのためDDLを提唱したJohns
（1991）は，DDLを中級・上級者用の学習法としている
（p.12）。その結果，小学生，中学生，高校生のような，
入門・初級レベルの学習者に対する利用は極めて少ない。
実際にBoulton and Cobb （2017）によると，彼らの行っ
たメタ分析の対象となった88件のうち10件のみが
secondly schoolの学習者を対象としたものであった。
また，進行中の研究調査では，DDLに関する378件の実
証研究のうち19件がhigh school で実施されたものであり，
小学校で実施されたものは皆無であると報告されている
（Crosthwaite, 2019）。
DDLが効果をあげるには，学習者のレベルに合致し
た教材（コーパス）の選定が重要である（Chujo & 
Oghigian，2012）。また，学習者のレベルに適したコー
パスがあったとしても，それだけでは学習や指導に利用
できない。コーパスから必要な情報を引き出す検索ソフ
トが必要である（Anthony，2005）。さらに，入門・初
級レベルの学習者の場合には，学習者の発達段階と言語
習得レベルに配慮した使いやすい「ユーザーフレンド
リー」な検索ソフトが必要である。しかし，コーパスと
検索ソフトのどちらについても，小中高生の発達段階と
外国語習得レベルに適したものが圧倒的に不足している
（Crosthwaite, 2019；Hirata, 2016）。
　そうしたなか，筆者らは独自の方法で，小学生の英語
力レベルに合致した入門レベルコーパスを教材として，
小学生に使いやすいツールを使って学ぶ「小学生のため
のDDL支援サイト」の試作版を開発し，公開した。そ
の後，同様に「中高生用DDL支援サイト」の試作版を
開発し，公開した１）。両DDL支援サイトの特徴は，学
習者のレベルにあった例文を1文ずつ作例して，著作権
フリーの「難易度調整済み・教育用コーパス」を独自開
発している点である２）。このことにより，両DDL支援
サイトに搭載された英文は自由にダウンロードしたり加
工したりして，授業で活用できるようになっている。
　この著作権フリーで使える「難易度調整済み・教育用
コーパス」の作成は，教材作成者が英語母語話者の力を
借りて英文用例を1文ずつ丁寧に作例していくため，非
常に労力と時間のかかる作業である。そこで，この作業
の負担を軽減するために，筆者らは英文作例の際に参照
でき，お手本となるような入門・初級レベルの英語を収
集した「作例参照用ソースコーパス」を構築した。次い
で，この作例参照用ソースコーパスを検索する「用例検
索ツール」を開発した。この用例検索ツールの開発によ
り，DDL支援サイト開発の際の作例作業の効率を上げ
ることができる。
1.2　研究目的
　以上を踏まえ，本研究の目的は，難易度調整済み・教
育用コーパスを作成するために構築した「作例参照用ソー
スコーパス」とそれを検索する「用例検索ツール」の開
発に関する報告をすることである。なお，今回開発した
用例検索ツールは，コーパスについての知識のないユー
ザでも利用できるように配慮している。その結果，
DDL支援サイト開発における英文作例への利用という
限られた場面だけでなく，通常の教室での英語指導に利
用したり，学習者が自宅等，学校外の環境で英語学習し
たりする際にも利用できる可能性がある。
２．用例検索ツールの開発
本節では，本研究で開発した用例検索ツールの役割
と位置づけ，およびそれらの開発手順について述べる。
2.1用例検索ツールの役割と位置づけ　　　　
　はじめに，図２を使って用例検索ツールの役割と位置
づけを述べる。図２の❷用例検索ツールで検索をする際
に対象となるコーパスが、❶作例参照用ソースコーパス
である。教材作成者が，用例検索ツールを使って，作例
参照用ソースコーパスから，学習目標に合ったお手本と
なる英文を，文構造，語句，品詞を指定して検索する。
そしてこの❸検索結果を参照しながら，児童や生徒のレ
ベルにあった❹英文作例を行い，❺難易度調整済み・教
育用コーパスを構築する。この教育用コーパスを❻搭載
したのが❼DDL支援サイトである。
　なお，英語の授業では，教師が自分の児童・生徒のレ
ベル，興味・関心に配慮して，学習目的に適した英文用
例を作例して，例示することがよくある。そのような場
合にも，この用例検索ツールは利用できる。
－160－
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2.2　作例参照用ソースコーパスの構築
　次に，図２の❶作例参照用ソースコーパスの作成プロ
セスについて詳しく述べる。
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図 2 用例検索ツールの役割と位置づけ 
  
2.2 作例参照用ソースコーパスの構築 
ここでは，図 2 の❶作例参照用ソースコーパスの作成プロセスについて詳しく述べる。 
作例参照用ソースコーパスには，日本の小学生，中学生，高校生の英語学習を想定して，
入門・初級レベルの英語例文を集めた。具体的には，表 1 に示す 3 種類の言語データを収
集した。1 種類目は，教科書に出現する英文で，日本，中国，韓国，台湾の小中高の英語
図2　用例検索ツールの役割と位置づけ
　作例参照用ソースコーパスには，日本における小学生，
中学生，高校生の英語学習を想定して，入門・初級レベ
ルの英語例文を集めた。具体的には，表１に示す３種類
の言語データを収集した。１種類目は，教科書に出現す
る英文で，日本，中国，韓国，台湾の小中高の英語検定
教科書を収集し（西垣・天野・吉森・中條・2011），続
いて小学生用の市販英語テキスト，米国のReadingと
Language Arts の教科書等を収集した。２種類目は 
Oxford Reading TreeやPenguin Readers等の多読用テ
キストのLevel １-４を収集した。３種類目は，インター
ネット上の子ども用サイト，Tatoeba, Science News for 
Students, News in Levelsからデータを集めた。作成し
たデータベースの概要を表１に示す。
表１　作例参照用ソースコーパスの言語データ
データの種類 語数（語） センテンス（文）
1. 学校教科書 736,703 88,404
2. 多読教材 300,339 41,753
3. 子ども用サイト 22,990,173 2,009,209
合　計 24,027,215 2,139,366
2.3　検索エンジン利用のためのコーパスファイルのイ
ンデックス化
　この用例検索ツールでは，コーパスデータを効率よく
検索するためにBlacklab Query Tool（http://inl.github.
io/BlackLab/）という検索エンジンを使用している。
Blacklab Query Toolは，コーパス検索に特化した検索
エンジンで，コーパス検索の標準的なクエリ言語である
CQL（Corpus Query Language）を使用できる。この
検索エンジンを利用するためには，まずインデックスファ
イルを作成する必要がある。その大まかな手順を以下に示す。
　1 収集した英文をセンテンス単位に区切り，センテン
スの語数，出典の情報を加える（図3参照）
　2 Stanford Log-linear Part-Of-Speech Tagger を用い
て品詞タグを付与する
　3 Blacklab Query Toolに対応したXMLファイルの
形式に変換する（SketchEngine形式）
　4 インデックスを作成する
英文作例参照用ソースコーパスの構築と用例検索ツールの開発
図3　コーパスのインテックスファイルの例
 
 
5 
 
検定教科書を収集し（西垣・天野，吉森，中條，2011），続いて小学生用の市販英語テキス
ト，米国の Reading と Language Arts の教科書等を収集した。2 種類目は Oxford Reading 
Tree や Penguin Readers 等の多読用テキストの Level 1-4 を収集した。3 種類目は，イン
ターネット上の子ども用サイト，Tatoeba, Science News for Students, News in Levels か
らデータを集めた。作成したデータベースの概要を表 1 に示す。 
 
表１ 作例参照用ソースコーパスの言語データ  
データ 語数（語） センテンス（文） 
1. 学校教科書 736,703 88,404 
2. 多読教材 300,339 41,753 
3. 子ども用サイト 22,990,173 2,009,209 
合 計 24,027,215 2,139,366 
 
2.3 検索エンジン利用のためのコーパスファイルのインデックス化   
 この用例検索ツールでは，コーパスデータを効率よく検索するために Blacklab Query 
Tool（http://inl.github.io/BlackLab/）という検索エンジンを使用している。Blacklab 
Query Tool は，コーパス検索に特化した検索エンジンで，コーパス検索の標準的なクエリ
言語である CQL（Corpus Query Language）を使用できる。この検索エンジンを利用する
ためには，まずインデックスファイルを作成する必要がある。その大まかな手順を以下に
示す。 
・収集した英文をセンテンス単位に区切り，センテンスの語数，出典の情報を加える  
（図 3 参照） 
・Stanford Log-linear Part-Of-Speech Tagger を用いて品詞タグを付与する 
・Blacklab Query Tool に対応した XML ファイルの形式に変換する 
（SketchEngine 形式） 
・インデックスを作成する 
図 3 コーパスの ックスファイルの例  
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３．用例検索ツールの特徴と機能
　第３節では，用例検索ツールの特徴と機能について述
べる。本検索ツールの開発にあたって目標としたのは次
の４つである。
 Ø 入門期の英語を収集したソースコーパスを検索で
きるツールであること。
 　Ø 　例文提示型のツールであること。
 　Ø 　文構造や品詞を指定して検索できるツールであ
ること。
 　Ø 　主に英語指導者が英文作例を目的として利用す
るツールであるが，学習者が英語学習用に使用す
ることもできるツールであること。
3.1　用例検索ツールの特徴
この用例検索ツールでは，前節で述べたCQL言語を
使用して，表層形である語句だけでなく，レマ，品詞，
語数等の検索条件を組み合わせた検索式が指定できるの
で，特定の文法項目を含む用例を過不足なく効率的に検
索することができるという特徴がある。
語 句検索：調べたいセンテンスに含まれる単語や句を指
定して検索することができる。例えば，①「I am 
from…」の 形 の 英 文 を 検 索 す る 場 合 は 　"I" "am" 
"from"のように，それぞれの語をダブルクォーテーショ
ンで囲む。
レ マ検索：動詞の変化形，名詞の複数形，形容詞の比較
級・最上級等をまとめて検索するときに使うことがで
きる。例えば，[lemma="go"]と指定すれば，goとそ
の変化形（goes, went, gone, going）をまとめて指定
することができる。
品 詞検索：例えば，[lemma="talk" & pos="N.*"]とすれば，
名 詞 の talk と そ の 変 化 形 を，[lemma="talk" & 
pos="V.*"]とすれば，動詞のtalkとその変化形をそれ
ぞれ指定することができる。
語 数指定検索：検索する語と語の間に別の語が挟まれる
場合に，その語数を指定することができる。例えば，
[lemma="go"] "to" [ ]｛0,3｝ "school"とすれば，go toと
schoolの間に０～３語が挟まれる用例を検索できる。
　この他，効率的に作例が進められるように，検索時に
は英文の語数を指定することができる。また，結果表示
についても，英文の短い順に表示するようにしている。
英文の長さ（語数）は，難易度調整の際には重要な要因
であることから（Yano, et al., 1994），語数を少ない順に
並べる結果表示の方法は，難易度の低い英文を抽出する
際の一つの指標であり，英文作例には有効な表示方法で
ある。
3.2　用例検索ツールの機能
　図４は用例検索ツールの画面である。画面は左右の２
つのパネルから構成され，まず左パネルで検索の際の条
件を設定する。具体的な機能を以下に説明する。
⑴　検索条件の設定
図4の❶で検索条件の設定を行う。本ツールの検索式
の指定はCQLを使って行う。例えば，不定詞や現在完
了を検索するときは以下のようにする。
to不定詞（want to do）の場合
　　　[lemma="want"] "to" [pos="VB"]
現在完了形の場合
　　　"have|has" [pos="RB"]{0,1} [pos="VBN"]
　ただし，使い始めの時にはCQLによる検索式は難し
いので，図４の右パネルの❷「検索式の書き方」を見れ
ばすぐに確認できるように利便性を図った。
⑵　センテンスの長さの設定
　図4の❸では，「３語以上　７語以下」 のように，１文
に含まれる最小と最大の語数を指定することで，センテ
ンスの長さを設定できる。入門期に提示する例文は，文
の構造を捉えやすいように，語数の少ない短い例文が適
していることから，文の長さを限定して検索することで，
入門・初級レベルの教材づくりを効率的に行うことがで
きる。例えば，“I like… ” の形の英文を学習する場合に，
❸をデフォルトの「１ 語から20語」で検索すると，検
索結果として3,004文がヒットする。できるだけ単純な
英文で，冠詞の使用の必要のない英文，例えば，“I like 
soccer.” “I like red.” “I like pizza.” のような「I like+不
可算名詞」の文を探したいと考える場合は，「３語から
３語まで」と設定して検索すると，ヒット数は243文に
絞られ，学習者に見せたい例文を探しやすくなる。この
ように英文の長さを指定できるようにした点は，入門・
初級レベルの英語教育に適した配慮であり，一般的な検
索ツールには見られない独創的で有効な機能であると考える。
以上のように検索条件を設定して，センテンスの長
さを設定した後，最後に❹の検索ボタンを押すと，検索
結果が右パネルに表示される。
⑶　並べ替え
　図５は，「enjoy + 動詞のing形」を検索した結果の画
面である。右パネルには検索結果が，文の長さが短い順
番に示される。図５では，最も短い,３語からなる英文
から順に並んでいる。
図５の右パネルの❺を押すと，「キーワード左」「キーワー
ド右」「キーワード」「出現順」の方法で，提示する英文
リストを並べ替えることができる。「キーワード左」を
選ぶと検索語句（キーワード）の左隣りに出現する語句
を，「キーワード右」は右隣りに出現する語句をそれぞ
れ基準として，アルファベット順にソートして表示でき
る。また，英文の提示順を「キーワード」で並べ替える
と検索語句に指定した語句の順になり，「出現順」で並
べ替えると検索直後の最初の順序に戻すことができる。
⑷　英文の表示方法の切り替え
　図５の❻によって，端末画面に表示される英文の表示
方法を，「センテンスビュー」と「KWICビュー」のど
ちらにするか選べる。図５はKWICビューで示した場
合で，キーワードを英文の中央に配置して提示している。
センテンスビューを選ぶと，一般的な英語表示の書式に
したがって，左詰めで英文を提示する。
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⑸　コピー
　図5の右パネルの❼を押すと，検索結果の英文をクリッ
プボードにコピーできる。コピー機能を使うことで教材
作成を効率よく行うことができる。
４．まとめと今後の展望
本稿では，入門・初級レベル学習者向けの英文を検
索する用例検索ツールの開発について報告した。本用例
検索ツールは，学習目的と，学習者のレベルに合致した
例文を，英文の長さ，文法項目，語句等の検索条件を設
定して，効率よく検索できるものである。入門・初級学
習者に提示する英文の難易度は，センテンスの長さに大
きく影響を受けることから，センテンスの長さを基準に
して用例を抽出して表示することができるこの機能は，
他のコーパス検索ツールには見られない独創的なものと
なっている。
この用例検索ツールの利用により，入門・初級学習
英文作例参照用ソースコーパスの構築と用例検索ツールの開発
図4　用例検索ツールの画面の構成
図5　用例検索ツールの検索結果の画面例
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図 5 は，「enjoy + 動詞の ing 形」を検索した結果の画面である。右パネルには検索結果
が，文の長さが短い順番に示される。図 5 では，3 語からなる英文が並んでいる。 
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図 4 の❶で検索条件の設定を行う。本ツールの検索式の指定は CQL を使って行う。例
えば，不定詞や現在完了を検索するときは以下のようにする。  
to 不定詞（want to do）の場合   [lemma="want"] "to" [pos="VB"] 
現在完了形の場合         "have|has" [pos="RB"]{0,1} [pos="VBN"] 
ただし，使い始めは CQL による検索式は難しいので，❷「検索式の書き方」を見ればす
ぐに確認できるように利便性を図った（図 4）。 
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図 4 の❸では，「3 語以上 7 語以下」 のように，1 文に含まれる最小と最大の語数を指
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えやすいように，語数の少ない短い例文が適していることから，文の長さを限定して検索
することで，入門・初級レベルの教材づくりを効率的に行うことができる。例えば，”I like… 
“ の形の英文を学習する場合に，❸をデフォルトの「1 語から 20 語」で検索すると，検索
結果として 3,004 文がヒットする。できるだけ単純な英文で，冠詞の使用の必要のない英
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の文を探したいと考える場合は，「3 語から 3 語まで」と設定して検索すると，ヒット数は
243 文に絞られ，学習者に見せたい例文を探しやすくなる。このように英文の長さを指定
できるようにした点は，入門・初級レベルの英語教育に適した配慮であり，一般的な検索
ツールには見られない独創的で有効な機能であると考える。  
検索条件を設定して，センテンスの長さを設定した後，最後に❹の検索ボタンを押すと，
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者用DDL支援サイトの開発の作業負担が軽減され，作
業効率が高まる。しかしながら，本ツールが実装する「作
例参照用ソースコーパス」には，そこに含まれる英文自
体の著作権の問題があり，現状のままでは用例検索ツー
ルを一般公開できないという課題がある。
そこで，次の第二次開発プロジェクトでは，この用
例検索ツールを公開すべく，作例参照用ソースコーパス
を再整備し，著作権の問題をクリアした英文のみを集め
たコーパスへと改訂していく。その後，本用例検索ツー
ルに親しみやすい名称を付けた上で，公開する予定であ
る。
筆者らは，外国語学習におけるDDL普及においてさ
らなる貢献をするため， DDL支援サイトの一層の開発
と発展を目指していくと同時に，それを支えるツールの
開発も併せて進めていきたいと考えている。
注
1）それぞれのURLは以下のとおりである。なお，どち
らも，今後改訂発展させていく予定である。
　　 小 学 生 DDL 支 援 サ イ ト https://e.ddl-study.org　
（2019年10月28日検索）
　　 中 高 生 DDL 支 援 サ イ ト https://h.ddl-study.org　
（2019年10月28日検索）
2）「難易度調整済み・教育用コーパス」の考え方は，筆
者らが開発に携わってきた，「初級レベル大学生用
DDL 支 援 サ イ ト（SCoRE と 呼 ば れ る）」（Chujo, 
Oghigian, & Akasegawa, 2015；中條他 , 2018）にな
らったものである。 
　 　SCoRE  　http://www.score-corpus.org/ （2019年
10月15日検索）
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